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年

頭

ご

挨

拶

会
長
　
一局
橋
　
淳
夫

在
京
同
窓
生
の
皆
さ
ん
新
年
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
宣
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
二
十

一
世
紀
最
初
の
年

で
あ
り
、
国
民
か
ら
大
き
な
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
た
小
泉
内
閣
が
発
足
し
、
明
る

い
希
望
を
抱
い
た
の
で
す
が
、
現
実
に

は
改
革
の
遅
れ
か
ら
日
本
経
済
は

一
向

に
良
く
な
ら
ず
、
あ
ま

つ
さ
え
驚
倒
さ

れ
る
よ
う
な
テ
ロ
事
件
が
起
こ
っ
て
ア

メ
リ
カ
経
済
の
転
落
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争

の
勃
発
と
な
り
世
界
は
同
時
不
況
色
を

濃
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

長
ら
く
あ
が
ら
い
て
い
た
我
が
国
は

一

層
ひ
ど
い
状
況
に
陥
ら
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
ゼ
ロ
成
長
、
企
業
倒
産
、

人
員
解
一雇
、
そ
し
て
銀
行
は
不
良
債
権

の
処
理
、
企
業
は
構
造
改
革
、
政
府
は

行
革
、
財
政
再
建
等
々
日
本
は
浮
沈
の

岐
路
に
あ
り
と
い
つ
て
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

フ
ア
ン
ド
メ
ン
タ
ル
は
未
だ
大
文
夫

と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
資
源
の
な
い

日
本
は
貿
易
立
国
が
国
是
で
あ
り
、
産

業
の
空
洞
化
並
び
に
唯

一
の
資
源
で
あ

る
人

金
局
齢
化
少
子
化

・教
育
）
に
基
盤

が
揺
ら
い
で
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
戦

後
の
焦
土
か
ら
の
復
興
‐―
上
下
心
を

一

つ
に
繁
栄
し
て
き
た
実
績
に
思
い
を
い

た
し
、
辛
苦
に
耐
え
忍
ぶ
こ
と
、
改
革

が
各
論
に
な
る
と
自
民
族
議
員
、
官
僚
、

地
方
か
ら
反
論
が
湧
き
上
が
る
が
、
小

泉
首
相
に
頑
張
っ
て
頂
く
以
外
に
な
い
。

同
窓
会
活
動
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

一
月
の
四
校
合
同
新
年
の
集
い
、
三
月

の
母
校
卒
業
式

に
東
京
蛍
雪
賞
授
与

（春
田
副
会
長
出
席
）
、
続
い
て
春
の
叙

勲
に
伊
藤
前
会
長
が
勲

一
等
旭
日
桐
花

大
授
章
に
輝
き
、
六
月
に
四
高
合
同
祝

賀
会
を
大
丸
ル
ビ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
、

同
窓
会
祝
賀
会
は
八
月
総
会
時
に
予
定

し
て
い
た
が
先
生
の
病
気
入
院
の
た
め

総
会
、
前
田
浩
五
郎
教
授
講
演
会
の
み

と
な

っ
た

（先
生
ご
長
男
代
理
出
席
）
。

そ
の
後
本
部
総
会
、
仙
台
支
部
総
会
に

は
高
橋
会
長
と
横
山
副
会
長
が
出
席
し

て
い
る
。
こ
の
間
思
い
が
け
な
く
も
伊

藤
前
会
長
急
逝
の
報
が
入
り
、
九
月
五

二
日
青
山
葬
儀
所
で
葬
儀
、
同
十
七
日

帝
国
ホ
テ
ル
で
伊
藤
先
生
を
偲
ぶ
会
が

行
わ
れ
、
同
窓
会
か
ら
会
長
以
下
十
人

近
い
人
が
出
席
し
た
。
母
校
始

っ
て
以

来
の
、
い
や
郷
土
と
．し
て
初
の
最
高
叙

勲
と
し
て
、
誇
り
で
あ
り
喜
ば
し
い
慶

事
が
、　
一
転
巨
墜

つ
と
い
っ
た
悲
嘆
に

見
ま
わ
れ
て
も
天
命
と
観
ざ
る
を
え
な

い
が
同
窓
会
と
し
て
は
格
別
な
大
行
事

の
年
だ

っ
た
。

次
に
会
長
職

一
年
余
を
閲
し
、
若
干

の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。
同
窓
会
は

同
窓
生

一
人

一
人
が
構
成
員
で
あ
る
が
、

活
動
と
な
る
と
各
年
次
幹
事
が
核
に
な

る
。
而
し
て
年
次
同
期
会
活
動
が
活
発

な
ほ
ど
ま
と
ま
り
が
良
く
、
同
窓
会
活

動

へ
の
貢
献
が
大
き

い
よ
う
に
思
う
。

在
京
古
高
同
窓
会
の
現
況
は
昭
五
十
八

ま
で
幹
事
は
い
る
が
、
昭
五
十
九
以
降

は
い
な
い
。
又
昭
二
十

一
、
昭
三
十
九
、

昭
四
十
三
、
昭
四
十
六
、
昭
四
十
八
、
昭

五
十
二
、
昭
五
十
七
が
欠
番
と
な
っ
て
い

る
。
各
年
次
欠
け
な
い
で
連
な

っ
て
い

る
の
が
望
ま
し
い
。
同
窓
会
の
存
続
発

展
の
た
め
に
は
、
若

い
力
を
持

つ
若

い

若

い
年
次
層
が
多

い
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
仕
事
、
転
勤
等
問
題
が
多
く
、
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
実
情
に
あ
る
。
先

輩
後
輩
の
連
携
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
う
事
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
具
体

化
策
の
提
案
を
お
願
し
た
い
。

二
〇
〇

一
年
揮
尾
を
飾
る
ニ
ュ
ー
ス
、

雅
子
様
の
女
の
お
子
様
誕
生
が
届
い
た
。

二
〇
〇
二
年
は
、
こ
の
お
祝
い
に
あ
や

か
り
、
長
い
不
況
か
ら
の
脱
却
、
世
界

の
平
和
回
復
が
あ
れ
と
祈
念
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
し
た
い
。

信陵会館内

在京古高同窓会事務
奮  (03)3462-122
FAX(03)5489-:
発行責任 :春田 、罰
編 集 長 :千坂 孝夫
印  刷 :(株 )ケ ーヨー

―在京同窓会メモー

信陵会館に本会関係者

は常勤しておりません。

連絡先 :〒 1150053

北区赤羽台4-8-3
菅 昇
TEυFAX 03 3907 0587

会計年度は6-5月 、
年会費は2,000円です。

会の健今運営のため、

同封の振替用紙での

納入をお願い致します。

次国会報第29号 は

2002年 7月 1日 発行

予定、原稿は常時受lle

場

費

議

〈バ
　
〈〓
　　
曲側

=お 知 らせ =

第 9回古川市内

四校含同新年会

同 時 平成14年 1月 20日 (日 )

11 :30～ 15:00

上 野 精 養 軒

8,000円

国分  秀男氏
(古川商業高等学校

女子バレーボール部前監督、

全国優勝度々)

上野駅公園口より

徒歩 5分

・交通案内

上 野 公 園 4番 58号

電 言舌 (3821)2181

「古川から全国優勝度 の々お話しJも

楽しみ

同郷の仲間と

楽しtヽひと時を過ごしましょう!

ガ
年

の
挨

拶

古
高
同
窓
会
会
長

野
村
　
一暑
太
郎

創
造
と
破
壊
の
歴
史
は
繰
返
し
て
お

り
ま
す
が
、
よ
い
年
に
と
希
望
を
も

つ

て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
健
祥
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

十
三
年
秋
の
叙
勲
で
、
同
窓
生
で
は

県
内
で
三
人
叙
勲
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

県
外
で
は
未
確
認
で
す
の
で
、
在
京
同

窓
会
関
係
で
受
章
者
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
ご
連
絡
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

故
伊
藤
宗

一
郎
衆
議
院
議
長
に
よ
る

揮
宅
に
な
る
古
高
の
新
し
い
校
名
看
板

が
二
回
紛
失
し
、
二
回
と
も
戻

っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
再
々
掲
げ
よ
う
か
掲
げ

ま
い
か
学
校
側
と
数
ヶ
月
相
談
し
、
意

を
決
し
て
堂
々
と
掲
げ
ま
し
た
。
今
の

処
事
故
な
く
看
板
も
処
を
得
て
落
着
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
報
告
し
て
お
き
ま

す
。伊
藤
宗

一
郎
先
輩
の
突
然
の
ご
逝
去
、

青
山
斎
場
で
の
葬
儀
、
帝
国
ホ
テ
ル
で

の
自
民
党

の
お
別
れ
の
会
と
在
京

の

皆
々
様
に
は
慌
し
い
中
ご
参
列
下
さ
れ

た
方
々
も
大
勢
だ

っ
た
と
う
か
が

つ
て

お
り
ま
す
。

九
月
十

一
日
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
で
は

先
輩
の
追
悼
号
を
編
集
、
そ
の
折
在
京

古
高
校
同
窓
会
会
長
は
じ
め
各
支
部
か

ら
も
ご
協
力

い
た
だ
き
六
頁
の
紙
面
に

わ
た
り
ま
し
た
。

郷
里
で
の
伊
藤
家
で
の
葬
儀
並
告
別

式
は
十
月
六
日
午
後
三
時
よ
り
中
新
田

町
町
葬
に
て
と
り
行
わ
れ
、
式
場
の
体

育
館
は
故
人
を
慕

い
、
死
を
惜
し
む

人
々
で
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
中
新

田
町
長
星
明
朗
葬
儀
委
員
長
の
挨
拶
、

読
経
、
弔
辞
は
宮
城
県
知
事
、
宮
城
県

町
村
会
長
に
次

い
で
宮
城
県
古
川
高
等

学
校
同
窓
会
長
と
し
て
故
人
を
偲
ん
で

奉
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
告
別

式
で
は
星
明
朗
中
新
田
町
長
、
米
木
中
新

田
町
議
会
議
長
、
三
塚
博
衆
議
員
議
員
、

平
野
博
宮
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
職
務
代
理
者
四
人
の
方
々
の
追
悼

の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
参
列
者
の
静

か
な
献
花
で
厳
か
に
閉
式
、
快
晴
に
恵

ま
れ
た
日
も
午
後
五
時
、
秋
の
陽
も
や

が
て
西
に
沈
ま
ん
と
す
る
夕
焼
け
の
空

の
下
、
自
衛
隊
儀
杖
兵
に
よ
る
葬
送
の

調
べ
の
中
ご
遺
骨
は
故
山
瑞
雲
寺

へ
。

在
京
古
高
同
窓
会
名
誉
会
長
故
伊
藤

宗

一
郎
先
輩
の
郷
里
で
の
葬
儀
次
第
を

報
告
し
、
寒
中
の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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進
路
指
導
部
長
　
笹
川
　
清
範

二
学
期
末
考
査

（
邪
～
６
）
が
終
わ

る
と
三
年
生
は
正
規
の
授
業
を
終
了
し
、

特
別
編
成
授
業
に
入
り
ま
す
。
午
前
中

は
英
語
、
数
学
、
国
語
を
中
心
に
全
員

履
修
と
な
り
ま
す
が
、
午
後
は
課
外
形

式
で
理
科
、
社
会
の
選
択
履
修
と
な
り

ま
す
。
こ
の
期
間
、　
一
月
十
九
、
二
十

日
に
実
施
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
試
験
に
照

準
を
合
わ
せ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
の

演
習
中
心
の
授
業
に
な
り
、
生
徒
達
は
、

い
よ
い
よ
受
験
本
番
に
向
け
た
追
い
込

み
に
入
り
ま
す
。

今
年
の
三
年
生
の
進
路
希
望
を
見
る

と
、
大
学
進
学
希
望
者
が
昨
年
、　
一
昨

年
に
比
べ
８０
％
か
ら
８５
％
へ
と
増
加
し

て
い
ま
す
。　
一
方
で
、
専
門
学
校
希
望

者
は
約
半
数
に
減

っ
て
い
ま
す
。
少
子

化
に
伴
い
、
大
学
の
問
が
広
が

っ
た
こ

と
や
高
学
歴
志
向
の
影
響
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
生
徒
に
幅
広
い
教
養
と
専
門

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い

う
方
針
か
ら
、
学
校
長
が
生
徒
全
員
に

対
し
て
面
接
指
導
を
行

っ
た
結
果
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

志
望
学
部
の
傾
向
を
見
る
と
、
二
、

三
年
前
ま
で
は
、
理
系
学
部
を
志
望
す

る
生
徒
が
文
系
学
部
を
志
望
す
る
生
徒

よ
り
多
か

っ
た
も
の
の
、
昨
年
あ
た
り

か
ら
逆
転
し
、
今
年
は
文
系
志
望
者
が

理
系
志
望
者
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
理
科
離
れ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
地
道
な
積
み
重
ね
学
習
を
苦
手

に
感
じ
る
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
は
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

冬
の
到
来
が
近
づ
い
て
く
る
に
つ
れ

日
没
も
早
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
蛍
雪
会

:::宰
                  

‐

.::'1:::::i::::::‐

r                 .111`::'i:`::::'') 七十

館
の
三
階
の
自
学
室
は
毎
日
遅
く
ま
で

居
残

っ
て
、
多
く
の
三
年
生
が
受
験
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
古
高
で
の

三
年
間
の
成
果
と
し
て
、
見
事
志
望
校

突
破
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。古

川
高
校
教
諭
　
渡
邊
　
勝
宏

新
世
紀
み
や
ぎ
国
体
秋
季
大
会
が
、

去
る
十
月
十
三
日

（土
）
か
ら
十
八
日

（木
）
の
六
日
間
、
「
い
い
ね
　
そ
の
汗

そ
の
笑
顔
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

県
内
全
七
十

一
市
町
村
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
古
川
市
も
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
の
会
場
地
と
な
り
、
本
校
体
育

館
も
練
習
会
場
と
な
り
、
全
国
各
地
か

ら
多
数
の
選
手
団
が
訪
れ
ま
し
た
。

本
大
会
に
は
、
本
校
生
と
も
宮
城
選

抜
の

一
員
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
四
名

（三
年

・
菅
原
裕

・
佐
々
木
信

也
、
二
年

・
鈴
木
裕
視
、
コ
ー
チ

・
本

校
教
諭

・
野
中
淳
）
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競

技
三
名

（三
年

・
石
澤
淳
也
、
監
督

・

本
校
教
諭

・
石
田
英
治
郎
、
総
務

・
本

校
教
諭

・
渡
邊
勝
宏
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
選
手
団
の
主
軸
と
し

て
活
躍
し
、
官
城
県
の
天
皇
杯
獲
得
に

大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
矢
本
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
回
戦

は
岡
山
県
選
抜
と
対
戦
し
、
本
校
二
年

鈴
木
の
好
投
も
あ
り
、
６
対
０
の
大
差

で
勝
利
し
ま
し
た
。
続
く
、
準
々
決
勝
、

高
知
県
と
の
対
戦
は
、
本
県
チ
ー
ム
が

先
取
し
た
も
の
の
、
本
大
会
優
勝
投
手

高
橋
の
前
に
追
加
点
を
得
る
こ
と
が
出

来
ず
、
２
対
１
の
　
ア
で
破
れ
て
し
ま

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
は
、
大
郷
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
回
戦

は
前
年
度
優
勝
の
富
山
県
選
抜
と
の
対

戦
で
し
た
。
対
戦
前
か
ら
苦
戦
が
予
想

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
本
校
三
年
石
澤

の
９
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

が
連
続
し
て
決
ま
る
な
ど
、
接
戦
の
末
、

２２
対
２‐
で
勝
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
続
く
準
々
決
勝
も
、
強
豪
の
伊

奈
高
校
を
中
心
と
す
る
茨
城
県
選
抜
と

の
対
戦
で
し
た
。
毎
年
、
全
国
大
会
で

好
成
績
を
残
し
て
る
チ
ー
ム
だ
け
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
と
パ
ヮ
ー
に
歴
然
と
し
た
差

が
ぁ
り
、
２５
対
１０
の
ス
コ
ア
で
破
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

県

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男
子
と
し

て
は
２６
年
ぶ
り
の
得
点
獲
得
を
果
た
し
、

価
値
あ
る

一
勝
で
あ
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
県
内
７‐
の
全
て
の
市
町

村
を
会
場
と
し
て
競
技
を
実
施
し
、
手

作
り
選
手
で
の
総
合
優
勝
を
果
た
す
な

ど
、
２‐
世
紀
に
第

一
歩
を
し
る
す
記
念

す
べ
き
大
会
で
し
た
。
地
元
の
声
援
を

前
に
プ
レ
ー
で
き
、
持
て
る
力
を
十
二

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
地
、
市
町
村
関
係
者
、
選
手
団
、

競
技
団
体
関
係
者
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
よ
う
に

「
い
い
汗
」

を
流
し
、
「
い
い
笑
顔
」
で
大
会
を
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
競
技
力
の
維
持
、
向

上
が
さ
ら
な
る
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
本
校
も
、
各
ク
ラ
ブ
の
技
術
向
上

を
通
し
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
県
み
や
ぎ
」
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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第
５６
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
開
会
式

第
五
十
回
宮
城
県
総
合
体

育
大
会
は
さ
る
六
月
二
日
か

ら
三
日
間
、
仙
台
市
を
メ
ー

ン
に
県
内
各
会
場
で
熱
線
を

繰
り
広
げ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

一
週
間
前
に
終
了
し
た
陸
上

競
技
で
は
三
年
の
阿
部
芳
規

君
が
三
千
Ｍ
障
害
で
優
勝

し
、
東
北
大
会
出
場
を
果
た

し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

二
年
連
続
九
度
目
の
優
勝
を

成
し
遂
げ
、
熊
本
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。
水
泳

は
六
月
三
十
日
か
ら
二
日
間

開
催
さ
れ
、
三
年
の
渋
谷
健

太
郎
君
が
五
〇
Ｍ
自
由
形
で

自
己
記
録
を
更
新
し
優
勝
し

た
。
八
種
目
が
東
北
大
会
出

場
の
快
挙
で
あ
る
。

応援団・ 野球部のみんなの声援
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
野
中
　
　
一浮

金
畳
一一十
九
回
）

昨
年
、
逆
転
で
自
石
工
当
　

粧ヽ
を
破

り
五
年
ぶ
り
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
た
。
そ
の
勢
い
に
乗

っ
て
連
覇
を
目

指
そ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
矢
先
、　
一

年
生

エ
ー
ス
が
疲
労
骨
折
、
十
月
の
新

人
大
会
は
何
と
初
戦
コ
ー
ル
ド
負
け
を

喫
し
て
し
ま

つ
た
。
前
途
多
難
な
新
チ

ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

十

一
月
、
来
季
に

向
け
、
す

っ
き
り
し

な
い
重
い
状
態
で
長

い
冬
練
習
の
ス
タ
ー

ト
を
切

っ
た
。
そ
の

状
態
を
断
ち
切

っ
て

く
れ
た
の
が
、
け
が

を
し
た

一
年
生

エ
ー

ス
だ

っ
た
。　
一
時
間

の
坂
ダ
ッ
シ
ュ
、
厳

P讐琴

¨
し

い

サ

ー

キ

ッ
ト

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
試
合
に
出
ら

れ
な
か

っ
た
悔
し
さ

の
な
か
、
先
輩
達
に

申
し
訳
な
い
と
い
う

思
い
な
の
か
、
先
頭

に
立
ち
、
体
力
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
が
ん
ば

っ

た
。
そ
ん
な
姿
に
二

年
生
が
感
じ
な
い
わ

け
は
な
く
、
彼
に
引

き
ず
ら
れ
充
実
し
た

基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
な
っ
た
。

三
、
四
月
神
奈
川

遠
征
等
練
習
試
合
を

積
み
、
迎
え
た
五
月

の
予
選
、
昨
秋

コ
ー

ル
ド
で
敗
れ
た
仙
台

商
業
高
校
戦
で
は
、

初
回
に
１
点
先
制
さ
れ
た
も
の
の
復
活

し
た
エ
ー
ス
鈴
木
の
好
投
で
そ
の
後
無

失
点
、
打
線
が
奮
起
し
、
後
半
７
点
を

取
り
、
六
月
の
高
校
総
体
シ
ー
ド
権
を

奪

っ
た
。

そ
し
て
六
月
中
新
田
町
に
お
い
て
の

高
校
総
体
、
準
決
勝
東
北
高
校
を
１５
‐

３
の
コ
ー
ル
ド
で
快
勝
し
、
い
よ
い
よ

連
覇
を
か
け
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。
相
手

は
昨
年
同
様
自
石
工
業
高
校
、
今
年
の

テ
ー
ム
は
昨
年
と
違
い
、
宮
城
団
体
の

主
カ
チ
ー
ム
と
し
て
計
画
を
立
て
、
例

年
以
上
に
強
化
し
、
ま
た
、
昨
秋
東
北

大
会
を
制
し
、
春
の
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。
新
チ
ー
ム
に
な

っ
て
ほ
と

ん
ど
負
け
が
な
か

っ
た
。
冬
季
の
厳
し

い
練
習
に
耐
え
、
チ
ー
ム
全
体
我
慢
強

さ
を
身
に
つ
け
た
も
の
の
、
選
手
達
は

や
や
不
安
を
持

っ
て
臨
ん
だ
。
そ
ん
な

中
、
地
元
大
崎
会
場
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
応
援
団
並
び
に
野
球
部
員
等
た
く

さ
ん
の
人
達
が
大
声
を
張
り
上
げ
、
わ

れ
わ
れ
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
。

何
と
そ
の
大
声
援
に
圧
倒
さ
れ
た
の

か
、
予
想
に
反
し
て
相
手
投
手
が
乱
調
、

守
備
も
乱
れ
、
序
盤
で
５
点
を
奪

つ
た
。

途
中
連
打
で
３
点
を
奪
わ
れ
る
も
、
持

ち
前
の
我
慢
強
さ
で
そ
の
後
を
し
の
ぎ
、

後
半
さ
ら
に
２
点
を
追
加
し
、
７
１
３

で
快
勝
し
た
。
耐
え
に
耐
え
て
の
連
覇
、

う
れ
し
さ
も
い
つ
そ
う
だ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
今

年
は
熊
本
県
水
俣
市
で
行
わ
れ
た
。
昨

年
は
、
二
回
戦
で
８
１
２
の
大
差
で
破

れ
、
ま
た
食
中
毒
と
い
う
思
わ
ぬ
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
重
な
り
、
後
味
の
悪
い
終
わ

り
方
を
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
満
を
持

し
て
臨
ん
だ
。

今
年
も
昨
年
同
様
二
回
戦
か
ら
、
相

手
は
東
海
大
会
優
勝
の
新
鋭
岐
阜
県
代

表
　
矛
高
校
だ

っ
た
。
初
回
思
わ
ぬ
ミ

ス
が
続
き
１
点
を
奪
わ
れ
、
い
や
な
ム

ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
が
、
持
ち
前

の
我
慢
強
さ
で
断
ち
切
り
、
古
高
ペ
ー

ス
に
持
ち
込
ん
だ
。
そ
し
て
二
回
四
番

菅
原
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
同
点
、
続
く
六

回
死
球
か
ら
相
手

の
エ
ラ
ー
を
誘

い
、

１
点
を
取
り
逆
転
、
エ
ー
ス
鈴
木
も
安

定
し
、
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
れ
る
か
と
思

わ
れ
た
矢
先
、
六
回
裏
二
塁
に
ラ
ン
ナ

ー
を
置
き
、
２
ア
ウ
ト
２
ボ
ー
ル
２
ス

ト
ラ
イ
ク
か
ら
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の

逆
転
２
ラ
ン
を
浴
び
、
３
１
２
で
惜
敗

し
た
。
東
北
大
会
決
勝
で
も
ホ
ー
ム
ラ

ン

一
発

に
泣
き

、
そ

の
反
省

を
胸

に

・
・
・
。
泣
く
に
泣
け
な
い
悔
し
い

戦
い
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
宮
城
国
体
に
三
名
が
出
場
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
敗
戦
を
バ
ネ
に
、

我
が
校

エ
ー
ス
鈴
木
が
宮
城
選
抜
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
の
座
を
奪

い
、
初
戦
岡
山

県
を
１２
奪
三
振
完
封
、
準
々
決
勝
―
春

選
抜
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
と
三
冠

の
高
知
県
を
７
奪
三
振
５
安
打
２
失
点

に
押
さ
え
、
大
活
躍
を
し
た
。
し
か
し
、

新
人
大
会
で
は
国
体
の
疲
れ
が
出
、
決

勝
戦
白
石
工
業
に
３
１
２
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
で
破
れ
た
も
の
の
、
三
連
覇
に
向
け
、

大
き
な
自
信
を
つ
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
精
進
し
、
古
高
の
名
を

全
国
に
轟
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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平 成 ′θ年 度 層 ぷ 分 〃 分

同
窓
会
事
務
局
　
阿
部
　
勝
英

平
成
十
三
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
八
月

十

一
日

（土
）
午
後
二
時
か
ら
古
川
市
内

グ
ラ
ン
ド
平
成
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
当
番
幹
事
は
高
八
日
卒
、
高

十
七
回
卒
、
高
二
十
二
回
卒
、
高
二
十
七

回
卒
、
高
三
十
二
回
卒
の
同
窓
生
諸
兄
で

し
た
。
六
月
三
十
日

（土
）
、
幹
事
学
年
の
代
表

の
方
々
に
集
ま

っ
て
も
ら
い
幹
事
会
を
行

い
、
総
会
の
持
ち
方
か
ら
総
会
当
日
ま
で

の
準
備
内
容

。
準
備
日
程
な
ど
を
確
認
し
、

分
担
し
て
準
備
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
の
講
師
は
ヽ
幹
事
の
最
高
学

年
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
筑
波
大
学
名
誉
教

授
森
茂
樹

（高
八
回
卒
）
氏
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
●

総
会
当
日
、
開
会
の
挨
拶
、
叙
勲
さ
れ

た
方
の
表
彰
の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
、
会
計
決
算

」
予
算
、
会
則
の

一
部
変
更
、
十
三
年
度
役
員
等
の
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
終
わ
り
に

事
務
局
か
ら
、
新
年
会

・
十
四
年
度
総
会

等
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
り
、
無
事
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は

「
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
」

と
い
う
演
題
で
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て
、

ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
の
様
々
な
体
験
、
専

門
の
物
理
学
の
お
話
し
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
教
授
の
講
義
の
こ
と
な
ど
興
味
深
く

拝
聴
致
し
ま
し
た
。
専
門
の
物
理
学
の
話

は
ち
ょ
っ
と
難
し
か

っ
た
と
い
う
の
が
、

正
直
な
感
想
で
す
。

懇
親
会
は
予
定
を
越
え
る
百
三
十
名
ほ

ど
の
出
席
で
、
挨
拶
等
も
十
分
伝
わ
ら
な

い
程
賑
や
か
な
会
と
な
り
、
ま
さ
に
盛
会

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
番
幹
事
諸
兄
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
在
京

同
窓
会
か
ら
も
遠
路
は
る
ば
る
会
長
さ

ん
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
　
狩
野
　
宏
史

▽
古
高
古
中
百
年
史
に
よ
り
ま
す
と
、

本
校
同
窓
会
は
、卒
業
生
の
友
情
を
温
め
、

相
互
の
交
流
を
図
る
目
的
で
、
第
五
代

糟
屋
校
長
が
提
案
し
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九

一
〇
年
）
七
月
二
十
四
日
に
発
足

し
た
そ
う
で
す
。
爾
来
同
窓
会
も
百
年

を
越
え
る
歴
史
を
刻
ん
で
参
り
ま
し
た
。

▽
私
た
ち
古
高
同
窓
会
に
と
り
ま
し
て

大
き
な
存
在
で
あ
り
ま
し
た
伊
藤
宗

一

郎
先
生
が
平
成
十
三
年
九
月
四
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
十
月
六
日
に
は
、
郷
里

の
中
新
田
町
で
、
中
新
田
町
長
　
星
明

朗
氏

（高
九
回
卒
）
を
葬
儀
委
員
長
に

葬
儀
な
ら
び
に
告
別
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
葬
儀
に
は
野
村
同
窓
会
長
と

大
沼
校
長
が
参
列
し
、
野
村
会
長
が
弔

辞
を
奉
読
致
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
伊
藤

先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に

こ
れ
ま
で
の
御
恩
に
対
し
ま
し
て
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
合
掌
致
し
ま
す
。

▽
平
成
十
三
年
十

一
月
に
秋
の
叙
勲
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
関
係
者
で
叙

勲
さ
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

勲
四
等
旭
日
小
授
章

高
橋
　
勲
人

（高
二
回
）
防
衛

勲
五
等
双
光
旭
日
章

伊
東
　
市
男

（
中

三
十

八
回
）

学
校
保
健

勲
五
等
瑞
宝
章

瀬
戸
　
　
〓貝

（
中

四
十
六
回
）

・　
■
　

●
一　
　
　
建
設
業
振
興

尚
、
「在
京
同
窓
会
関
係
者
で
叙
勲
さ

れ
た
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
同
窓
会

事
務
局
ま
で
御

一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。一　
　
　
一

▽
高
校
第
三
回
卒
業

（昭
和
二
十
六
年

卒
）
の
方
々
が
、
古
高
卒
業
五
十
年
目

に
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
平
成
十
三

年
十

一
月
十
八
日

（日
）
に
古
川
市
内

で
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
記
念

の
名
簿
や
校
章
を
あ
し
ら

っ
た
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
作
り
、
恩
師
の
先
生
を
お
招

き
し
て
盛
大
に
開
催
し
た
そ
う
で
す
。

▽
古
川
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、

平
成
十
三
年
十
月
に
更
新
を
致
し
ま
し

た
。
各
方
面
か
ら
様
々
な
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の

下
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「本
日
、
は
じ
め
て
母
校
の
Ｗ

ｅ
ｂ
に
ヒ

ツ
ト
し
て
感
激
で
す
。
校
歌
の
フ
ァ
イ

ル
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
築
高
戦

の
写
真
を
眺
め
な
が
ら
、
い
つ
し
ょ
に

歌

っ
て
お
り
ま
す
。
カ
ン
テ
ル
先
生
は

も
お
、
お
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
日

本
を
離
れ
て
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
古

川
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。
菅
野
＠
Ｌ

ｏ
ｓ

Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
入

り
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
聴
く
校
歌
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
テ
ロ
の

恐
怖
に
負
け
ず
、
頑
張

っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

▽

「高
校
生
だ

っ
た
お
や
じ
た
ち
の
美

術
展
」
と
題
し
、
美
術
部
Ｏ
Ｂ

・
十
七

人
展
を
宮
城
県
美
術
館
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
美
術
館
の
案
内
状
に
は
、
現
在
は

仕
事
と
家
庭
の
責
任
を
両
肩
に
か
か
る

年
齢
に
な

っ
た
が
、
古
高
時
代
は

「質

実
剛
健
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
由
闊

）
青
春
を
謳
歌
し
、
良
き
友
人
、
先

輩
、
後
輩
そ
し
て
恩
師
に
囲
ま
れ
た
素

晴
ら
し
い
日
々
で
あ

つ
た
と
書
か
れ
て

お
り
、
最
後
に
こ
の
美
術
展
を
亡
き
恩

師

・
宍
戸
章
先
生
に
捧
げ
ま
す
。
と
結

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

六脚
葛
逮
壁
主
っ
た
、

麒
彿
，
暮
た
ち
作
苺
繊
淡

絆市

▽
本
校
三
年
の
本
田
勇
介
君
が
、
高
崎

市
で
行
わ
れ
た

「高
校
生
国
際
芸
術

コ

ン
ク
ー
ル
二
〇
〇

一
」
に
出
場
し
、
ピ

ア
ノ
部
門
で
見
事
第

一
位
に
輝
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
ア
メ
リ
カ

・
中
国

。
ロ

シ
ア
な
ど
世
界
各
地
か
ら
集
ま
り
、
声

楽

・
ビ
ア
ノ

・
バ
イ
オ
リ
ン

・
オ
ー
ボ

エ
な
ど
で
熱
の
こ
も

っ
た
演
奏
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
部
門
に
は

予
選
に
二
十
六
名
が
参
加
し
、
最
終
審

査
に
進
ん
だ
の
は
た

っ
た
五
名
で
、
し

か
も
日
本
人
は
本
田
君

一
人
だ

っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
快
挙
に
、
朝
日
新
聞
、

河
北
新
報
、
大
崎
タ
イ
ム
ス
な
ど
が
取

材
の
た
め
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

▽
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
学
校
は
完
全

週
五
日
制
に
移
行
し
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
は
新
し
い
教
育
課
程
と
な
り
ま
す
。

古
川
高
校
は
、
学
力
の
向
上
を
目
指
し

な
が
ら
古
高
ら
し
い

「生
き
る
力
」
に

溢
れ
た
生
徒
を
ど
う
育
ん
で
い
く
か
、

宣
奮剣
に
検
討
を
積
み
重
ね
て
お
り
ま
す
。

▽
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
京
同
窓

会
の
益
々
の
御
隆
盛
と
会
員
各
位
の
御

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

霧醇
麗滋轟鐵轟轟出墨轟ぽ

露量轟量争響ざ欝
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在
京
古
高
同
窓
会
の
平
成
十
三

年
総
会
は
八
月
五
日

（土
）
午
後

二
時
か
ら

「神
楽
坂

エ
ミ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
場
は
今
回

が
五
度
目
で
あ

つ
た
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
副
会
長
枠

の
欠
員
補
充
に
よ
り
中
川
裕
雄
氏

（昭
二
人
卒
）
が
選
任
さ
れ
た
。

総
会
後
の
講
演
は
前
田
浩
五
郎

氏
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
な
ご

や
か
に
行
わ
れ
た
。

「
二
十

一
世
紀
は
ど
う
な
る
か
―
ス
ペ
イ

ン
を
旅
し
て
」
な
る
題
名
で
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。　
一
昨
年
の
人
月
、

私
共
の
国
際
会
議
が
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
に
て
持
た
れ
、
つ
い
で
に
ト
レ

ド
、
コ
ル
ト
バ
、
セ
ビ
リ
ア
、
グ
ラ
ナ

ダ
等
を
訪
ね
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
う

一

つ
の
顔
を
図
ら
ず
も
垣
間
見
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。

そ
の
感
慨
を
話
し
た
処
、
幸
に
し
て

ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
回
の
同
時
多

発
テ
ロ
に
事
寄
せ
て
か
少
な
か
ら
ぬ

方
々
か
ら
、
「貴
方
の
予
言
は
当
た
っ
た

ね
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？
　
予
言

し
て
よ
」
等
と
言
わ
れ
困
惑
し
て
い
る

昨
今
で
は
あ
る
。

今
回
の
事
件
は
長
年
に
亘

っ
た
イ
ス

ラ
ム
社
会
で
の
鬱
屈
し
た
怨
念
が
テ
ロ

と
い
う
形
で
西
欧
社
会
と
そ
れ
に
順
う

形
で
発
展
し
て
き
た
ア
ジ
ア
等
を
含
む

世
界
の
自
由
な
民
主
的
諸
国
と
云
わ
れ

一

る
国
々
を
震
撼
さ
せ
た
形
と
イ

，
た
が
、

か
な
り
周
到
に
準
備
を
進
め
た
も
の
の

よ
う
で
、
そ
れ
だ
け
極
め
て
根
の
深
い

背
景
の
あ
る
事
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ

２つ
。先
回
の
レ
ジ
メ
を
本
紙
に
と
編
集
担

当
の
方
か
ら
申
入
れ
が
あ

っ
た
の
で
、

こ
こ
で
改
め
て
こ
れ
ら
を
巡
る
歴
史
を

振
返

っ
て
み
る
事
に
し
た
い
と
思
う
。

ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
。

そ
れ
は
今
を
去
る
二
千
数
百
年
前
に

遡
る
。
地
中
海
、
黒
海
等
を
巡
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
中
近
東
、
北
ア
フ
リ
カ
等
の

広
い
地
域
で
、
ロ
ー
マ
が
三
度
に
亘

っ

て
セ
ム
族
を
破
り
、
カ
ル
タ
ゴ
を
減
ぼ

し
初
め
て
広
大
な
統

一
国
家
を
建
設
し

得
、
更
に
四
世
紀
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を

国
教
と
し
た
。
こ
の
政
治
と
宗
教
と
の

云
わ
ば
結
合
が
後
々
ま
で
広
く
長
く
世

界
に
様
々
な
形
で
陰
を
落
と
し
て
し
ま

つヽ
。こ
の
ロ
ー
マ
も
八
百
年
続
い
た
後
の

四
世
紀
頃
か
ら
東
西
に
分
裂
し
、
之
に

こ
の
頃
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
が

重
な

っ
て
ラ
テ
ン
民
族
に
よ
り
謳
歌
さ

れ
て
き
た
古
代
文
明
は
衰
退
に
向
か
う
。

こ
う
し
て
欧
州
は
中
世
の
暗
黒
時
代

に
入
る

一
方
、
パ
リ
に
フ
ラ
ン
ク
王
国

が
創
建
さ
れ
、
現
ス
ペ
イ
ン
の
ト
レ
ド

に
西
ゴ
ー
ト
族
王
国
が
誕
生
す
る
等
の

他
に
、
同
じ
グ
ル
マ
ン
民
族
の
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
族
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
侵
入
し

て
七
、
八
世
紀
は
欧
州
の
主
役
交
替
の

時
代
と
な
る
。

こ
の
間
七
世
紀

マ
ホ
メ
ッ
ト
に
よ
る

回
教
が
剣
と
コ
ー
ラ
ン
を
掲
げ
て
、
結

局
七
世
紀
か
ら
十

一
世
紀

へ
と
サ
ラ
セ

ン
文
化
の
黄
金
浸
潤
時
代
を
形
成
し
得

て
バ
ク
ダ

ッ
ト
で
の
千

一
夜
物
語
の
繁

栄
を
謳
歌
す
る

一
方
、
そ
れ
迄
の
ギ
リ

シ
ャ
、
更
に
ロ
ー
マ
文
化
に
彼
等
な
り

の
ア
ラ
ビ
ア
科
学
等
を
加
え
、
後
世
に

伝
え
る
役
割
を
果
た
す
。

そ
し
て
重
要
な
事
は
九
二
九
年
、
カ

リ
フ
王
国
を
建
設
し
た
ラ
ー
マ
ン
三
世

現
在
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ト
バ
に
当
時
の

サ
ラ
セ
ン
文
化
の
粋
を
集
め
た
四
十
万

冊
に
及
ぶ
大
図
書
館
を
設
立
し
た
事
で

あ
る
。
之
に
対
し
て
欧
州
に
定
着
し
た

ゲ
ル
マ
ン
民
族
達
は
、
斬
く
農
業
生
産

向
上
等
に
よ
る
政
治
の
安
定
に
基
づ
く

国
力
の
増
進
等
に
つ
れ
て
次
第
に
自
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
に
目
覚
め
て
か
、

キ
リ
ス
ト
教
の
原
点
に
戻
れ
と
ば
か
り

一
〇
九
六
年
以
来
、
十
字
軍
の
遠
征
を

以
後

一
二
七
〇
年
に
至
る
ま
で
八
回
に

も
亘
り
派
遣
す
る

一
方
、
前
述
の
コ
ル

ド
バ
で
ア
ラ
ビ
ア
文
献
の
ア
ラ
ビ
ア
語

か
ら
ラ
テ
ン
語

へ
の
大
翻
訳
運
動
が
こ

の
地
で
十
二
世
紀
を
中
心
に
し
て
始
り
、

そ
れ
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
か
各
国
に

大
学
創
立
、
そ
し
て
次
第
に
産
業
活
動

も
活
発
化
し
て
自
由
都
市
国
家
生
ま
れ
、

十
三
、
四
世
紀
と
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に

ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
華
が
咲
き
、
続
く
十

五
世
紀
は
大
航
海
と
発
展
し
て
、　
一
四

九
二
年
に
は
長
年
の
イ
ス
ラ
ム
の
支
配

も
終

っ
て
、
以
後
ス
ペ
イ
ン
か
ら
日
本

に
至
る
五
百
年
に
亘
る
帝
国
主
義
時
代

が
続
く
事
に
な
る
が
、
昨
世
紀
そ
れ
も

終
り
、
植
民
地
各
国
が
多
数
独
立
し
て

共
産
主
義
国
台
頭
と
思
わ
せ
た
が
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
の
時
代
は
終
り
、
結

局
産
業
、
経
済
伴
に
発
展
し
た
ア
メ
リ

カ
が
世
界
の
中
心
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ

ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
な

っ
て
か
、
欧
州
、
ア
ジ
ア

各
Ｅ
ト
ア
メ
リ
カ
経
済
に
寄
り
か
か

っ

て
も
と
に
か
く
発
展
し
て
、
そ
の
た
め

世
界
同
時
不
況
に
な

っ
て
し
ま
う
時
代

と
は
な
り
、
そ
れ
で
も
夫
々
経
済
発
展

の
途
に
は
入
っ
た
よ
う
。

取
残
さ
れ
た
の
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
と

中
近
東
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
等
々
と
な
り
、

特
に
後
者
は
前
述
の
八
百
年
に
亘

っ
た

彼
ら
な
り
の
栄
華
の
夢
を
忘
れ
ら
れ
ず
、

石
油
の
利
権
も
絡
ん
で
大
国
の
力
関
係

に
翻
弄
さ
れ
る
現
実
の
貧
困
に
苦
し
み
、

遂
に
あ
の
大
事
件
と
な

っ
た
と
い
う
の

が
前
回
の
話
し
の
筋
で
は
あ
っ
た
。

今
回
の
事
件
で
と
に
か
く
ア
ツ
ラ
ー

の
神
を
絶
対
視
す
る
人
々
が
、
こ
の
地

球
上
に
生
存
の
厳
事
実
を
改
め
て
再
確

認
し
、
今
後
互
い
に
共
存
す
べ
く
努
力

す
べ
き
と
人
類
全
体
で
共
感
し
合
う
契

機

へ
の
初
め
て
の
出
来
事
で
、
之
を
ベ

ー
ス
に
新
し
い
時
代
に
入
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
国
連
が
ア
メ
リ
カ
に
代

っ
て
有

効
な
る
世
界
の
警
察
官
に
な
れ
る
か
問

わ
れ
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
の
時
代
に
な

っ

た
よ
う
。
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
ヌ
セ
イ
ベ
氏
の
よ

う
に
、
例
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

へ
の
理

性
的
で
あ
り
且
現
実
路
線
で
新
し
い
方

向
を
開
く
の
も
之
か
ら
の
新
し
い
時
代

で
は
な
い
か
。

と
に
か
く
二
十

一
世
紀
の
始
め
の
年

に
今
回
の
事
件
が
発
生
し
た
の
も
、
今

迄
に
累
々
述
べ
て
き
た
歴
史
の
必
然
の

も
た
ら
す
結
果
で
、
新
し
い
時
代
に
入

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
よ
。

吾
が
母
校
、
古
高
の
卒
業
生
が

一
人

で
も
こ
の
世
界
の
流
れ
に
沿
う
方
向
で

国
際
的
な
貢
献
を
果
た
す
事
を
こ
の
機

会
に
願
っ
て
拙
文
の
結
び
と
し
よ
う
。

本
部
よ
り

ふ
る
さ
と
で
校
歌
を
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

新

年

会

の
ご

案

内

平
成
十
四
年
古
川
高
校
同
窓
会
新
年
会

日
　
時
　
平
成
十
四
年

一
月
六
日

（日
）

午
後
三
時
～

場
　
所
　
古
川
市
内

「芙
蓉
閣
」

〈
ム
　
費
　
四
千
円

連
絡
先
　
古
川
高
校
同
窓
会
事
務
局

電
　
話
　
〇
三
二
九
―
二
二
―
三
〇
三
四

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

次
回
総
会

（
三
〇
〇
二
年

七
月
末
開
催
）
へ
の
こ
意
見
、

こ
要
望
等
お
寄
せ
下
さ
い
。

大
人
数

で
の

楽
し
い
総
会
に



在京古高同窓会会報 第 28号  2002.1.1 (6)

滲1   目 決算額 (円 ) 予算額 (円 ) 増 減 △ 備   考

年  会  費

特 別 会 費

広  告  料

寄付 祝儀金

雑  収  入

総会 76名 新年会 92名

企業 個人広告

総会 新年会 祝儀ほか

預金利息ほか

収  入  計

前 期 繰 越 金

計合

<支 出の部 >

平成12年度 決算報告

<収入の部>             皇羊農:軍 :13::

平成12年度 活動報告

平成 12年 6月 1日 ～平成 13年 5月 31[1

会計監査の結果、以 卜の報告書の通り 間違いありませんでした。

平成 13年 6月 18日   監  事   青 沼  康 男

監  事   佐 藤  清 勝γ

平成13年度 予算 平成13年度活動計画

平成 13年 6月 1日 ～平成 14年 5月 31日

<収入の部 > 自 平成 13年 6月 1日
至 平成 14年 5月 31日

<支 出の部 >

科   目 予算額 (円 ) 備  考

会  議  費
印  刷  費
事 務 用 品 費

事 務 所 経 費

通  信  費
広 告 宣 伝 費

慶  弔  費
組 織 強 化 費

旅 費 交 通 費

費

役員会ほか

会報 案内
コピー代 文具等

年間契約費 会議室料

電話 はがき 切手

東京蛍雪賞 祝儀

若年対策費ほか

本部総会 卒業式等

支  出  計

次 期 繰 越 金

合 計

(1)従来、新年会 総会費用を会議費で処理してきたが 今年から独立会計と
して分離し、別途報告します.
(2)前項の措置により合計額について、前年度実績対比はできないので 今年
度予算案だけとしました。
項目別実績については、12年度決算報告を参照して下さい。
(3)年会費は 実績を勘案して500日 としました。
(4)組織強化費には、若年者対策費15万 円を計 ヒしました。

年 月 日 活 動 内 容 場  所

平成 12年

7月  1日 (■ )

7月 30日 (日 )

8月 13日 (日 )

11月 10日 (金 )

12月 23日 (■ )

平 成 13年

1月 21日 (El)

3月 1日 (木 )

会報蛍雪25号 と総会案内発送

総会 講演会 懇親会
講師 佐々木 ―司氏 (S20年卒)
「民族自決権についてJ

同窓会本部総会出席 (高橋会長 菅事務局 )

在仙占高同窓会出席 (横山副会長 菅事務局)

会報26号 と古川市内四校合同新年会案内発送

「第8回古|1市内四校合同新年の集いJ開催幹事校古川工業司

1菓冒ち擢

8,轟
盗」

9名 古工 42名 古商 34名

|

古高卒業式並びに「東京蛍雪賞」表彰式出席 (春田副会長 )

卒業生 290名  受章者 5名

信 陵 会 館

神楽坂エ ミール

古川市グランド平成

仙台市東急ホテル

信 陵 会 館

上 野 精 養 軒

古川市 古川高校

◎役  員  会 :信 陵 会館
第 1回    H12 7 1(■ ) 14名 (定 例  会 報 発送 )
(関 係 役 員 会 )H12 718(水 ) 8名 (総 会準 備 )

(関 係 役 員会 )H12 810(木 ) 14名 (総 会反 省会 )

第 2回    H121014(■ ) 15名 (定 例 )

(関 係 役 員会 )H121210(日 ) 6名 (四 校 の集 い対 策 )

第 3回    H121223(土 ) 17名 (定 例  会報 発送 )
第 4回    H13 331(土 ) 14名 (定 例 )

(関 係 役 員会 )H13 510(本 ) 12名 (祝 賀 会下打 合 わせ )

◎ 四校 合 同 打合 わせ :

古川 市東 京 事務所 で  12913 121115、 13117と 3回 開催 .
春 日  曽根 、菅 が出席

◎ そ の  他 :

特 に な し

科  目 決 算 額 (円 ) 予算額 (円 ) 増 減 △ 備  考

会  議  費
印  刷  費
事 務 用 品 費

事 務 所 経 費

通  信  費
広 告 宣 伝 費

慶  弔  費
組 織 強 化 費

旅 費 交 通 費

費雑

総会 新年会 役員会

会報2回 案内 名簿

コピー 文房具R

年間契約料はか

電話 切手 はがき

東京X雪賞 祝儘

幹事会費

支  出  計

次 期 繰 越 金

合 計

科   日 予 算 額 (円 ) 備   考

年  会  費

広  告  料

寄付 祝儀金

雑  収  入

企業 個人広告

各種会からの受入金 利 息

収  入  計

前 期 繰 越 金

合

年 月 日 活 動 内 容 場  所

平成 13年

6月 25日 (ll)

7月  7日 (日 )

8月  5日 (日 )

8月 11日 (■ )

11月 中旬

12月 29日 (■ )

予定
平成 13年

1月  6日 (日 )

1月 20日 (日 )

3月 初旬

伊藤名誉会長 勲一等旭日桐花大綬章受章記念祝賀会
四校会役員有志 (古高 30名、占女 10名 、占工 7名 、古商 10名 )

会報蛍雪27号 と総会案内発送

総会 講演会、祝賀会、懇親会開催
講師 前日 浩五郎氏 (S20年卒)
「21世紀はどんな時代になるのかJ(ス ベインを旅して)

同窓会本部総会出席

在仙古高同窓会 (出席予定)

会報蛍雪28号及び四校合同新年会案内発送

本部同窓会新年会 (出席未定)

「第9回古川市内四校合同新年の集いJ開催
(幹事校古川商業)

古高卒業式並びに「東京蛍雪賞J表彰式 (出席 )

東京駅人重洲

11階ルビーボール

信 陵 会 館

神楽坂エ ミール

古川市グランド平成

仙台市東急ホテル

信 陵 会 館

吉  川  市

上 野 精 養 軒

古川市 古′1高校

◎役 員 会 :

定例は年間 3回  その他事案により関係役員会を開催

◎四校合同幹事会 :

新年会にむけて 7月 6日 (金 )か ら 3回 程度開催。

◎そ の 他 :

未 定

(注 )
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余
量
に
よ
る

私
と
柔
道
の
つ
き
合

い
を
語
る
と
、

こ
れ
ほ
ど
長
い
も
の
は
な
い
し
、
自
慢

話
に
な
る
心
配
も
あ

っ
て
今
迄

一
度
も

文
章
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

副
会
長
の
春
田
君
が
顔
を
合
わ
す
度
に

「書
け
、
書
け
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、

自
分
史
の

一
部
を
記
録
に
残
す
の
も
悪

く
な
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
書
ぐ

こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
ず
順
を
追

っ
て
、
私
が
柔
道
に
の

め
り
こ
ん
で
い
く
き

っ
か
け
か
ら
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
の
出
身
の
不
動
堂
小
学
校
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
当
時
小

学
校
に
柔
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

相
撲
は
盛
ん
で
あ

っ
た
。
読
売
新
聞
社

主
催
宮
城
県
下
学
童
相
撲
大
会
の
五
、

六
年
の
部
で
準
優
勝
し
た
こ
と
に
始
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
体
力
と
運
動
能

力
に
自
信
を
得
た
こ
と
が
非
常
に
大
き

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
更
に
縁
は
奇
な

も
の
で
、
こ
の
当
時
の
指
導
者
だ

っ
た

小
野
寺
源
吾
氏
が
後
に
岳
父
に
な
る
と

い
う
の
も
不
思
議
な
出
会

い
と
云
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、

い
よ
い
よ
憧
れ
の
古
川
中
学
校
に
入
学

し
た
の
は
、
戦
争
た
け
な
わ
の
昭
和
十

七
年
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
古
川
中
学
は
、

開
校
以
来
初
め
て
柔
道
大
会
で
優
勝
と

い
う
偉
業
に
輝
い
た
年
で
あ
り
、
私
の

柔
道
人
生
は
玉
水
、
三
浦
、
家
喜
と
い

う
稀
有
な
人
材
の
厳
し
い
指
　
ン
も
と

に
開
花
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
云
え
る

と
思
い
ま
す
。
当
時
異
例
の
二
年
生
で

黒
帯
を
い
た
だ
い
た
感
激
は
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
年
敗
戦
に
よ
る
占

領
政
策
の
た
め
学
校
で
の
柔
道
は

一
切

禁
止
と
な
り
、
私
の
夢
は
大
き
な
壁
に

当
た

っ
た
か
に
み
え
た
が
、
幸
い
小
学

校
時
代
の
相
撲
は
許
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
戻
る
こ
と
で
基
礎
体

力
と
格
闘
神
経
は
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
六
回
広
島
国
体
に
県
代
表
で
出
場

し
た
の
も
こ
う

い
う
背
景
が
あ

っ
た
か

ら
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
学
校
柔
道
が
解
禁
に
な

っ

た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
で
あ
る
。

こ
の
時
、
私
は
東
北
大
学
理
学
部
に
在

学
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
警
察
柔
道
は

存
続
し
て
お
り
、
仙
台
北
署
の
道
場
で

ひ
そ
か
に
稽
古
し
て
お
っ
た
こ
と
も
あ

り
ヽ
た
だ
ち
に
大
学
柔
道
の
復
活
に
動

き
ま
し
た
。

復
活
柔
道
部
の
設
立
を
果
た
す
と
同

時
に
、
東
北
地
区
学
生
柔
道
大
会
を
主

導
し
、
東
北
大
学
主
将
と
し
て
団
体
、

個
人
共
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
本
格
的
な
柔
道
人

生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
と
云
え
ば
、
仙
台
は
戦

災
の
傷
跡
も
深
く
残

っ
て
お
り
、
食
糧

も
乏
し
く
、
思
い
切

っ
た
練
習
は
無
理

で
あ
り
、
環
境
整
備
に
悩
ま
さ
れ
た
想

い
出
が
深
い
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
東
北
大
学
に

は
旧
制
高
校
の
柔
道
部
経
験
者
が
い
た

り
、
仙
台
三
高
を
始
め
と
す
る
新
制
高

校
柔
道
部
員
が
入
学
し
て
来
た
，
し
て
，

結
構
ま
と
ま
り
の
良
い
柔
道
部
が
出
来

上
が
っ
て
来
た
。

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
二
十
七
年
十
二

月
二
十
日
、
京
都
大
学
に
お
い
て
第

一

回
旧
制
七
大
学
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
下
馬
評
で
は
、
東
大
が
圧
倒
的
に

強
く
、
次
い
で
京
大
、
九
大
が
候
補
に

あ
が

っ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
、
決
勝

戦
は
東
北
大
と
京
大
と
な
り
、
東
北
大

が
二
人
残
し
て
優
勝
と
な

っ
た
が
、
予

選
で
の
東
大
戦
が
事
実
上
の
決
勝
戦
で

あ

っ
た
。
両
者
互
角
に
接
戦
の
末
、
遂

に
大
将
決
戦
と
な

っ
た
。
東
大
の
片
桐

主
将
は
、
東
京
学
生
柔
道
界
で
も
屈
指

の
闘
将
と
し
て
聞
こ
え
て
お
り
、
私
も

そ
の
と
き
ば
か
り
は
必
死
の
思
い
で
対

戦
し
た
こ
と
を
覚
え
一て
い

る
。
結
果
は

延
長
戦
の
末
、
私
の
背
負
投
が
決
ま
り

一
本
と
な
っ
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
し

た
各
校
の
選
手
は
卒
業
後
も
社
会
人
ハ

官
界
、
政
界
に
お
い
て

一
流
人
を
輩
出

し
た
こ
ど
も
あ
り
、
第

一
回
大
会
優
勝

校
主
将
ど
し
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で
私
の

人
生
に
重
要
な
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
当
時
学
生
が
出
場

で
き
る
す
べ
て
の
大
会
に
東
北
代
表
と

ｔ
て
出
場
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
は
是
非

書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

一第
七
回
会
津
国
体
に
県
代
表
と
し
て

出
．場
し
た
一。
宮
城
県
は
当
時
、
玉
水
五

段
ヽ
千
葉
五
段
と
い
う
全
国
屈
指
の
選

手
を
擁
し
て
三
回
戦
で
東
京
と
対
戦
し

た
。
私
の
対
戦
相
手
は
、
当
時
明
大
主

将
と
し
て
学
生
チ
ヤ
ン
ぜ
オ
ン
で
あ

っ

た
曽
根
康
治
選
手
で
あ
る
。
後
に
全
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
る
選
手
で
あ
り
、

私
ご
と
き
は
到
底
相
手
で
は
な
い
と
思

わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
こ
で
意
地
を
み
せ

た
。
な
ん
と
私
の
得
意
と
す
る
背
負
投

に
飛
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う

一
寸
足
ら
ず
、
判
定
は
技
有
り
で
あ

っ

た
。
こ
こ
で
、
今
で
い
う
組
手
争
い
を

や
っ
て
、
時
間
稼
ぎ
を
や
れ
ば
私
の
勝

で
あ
る
が
、
逃
げ
る
の
は
男
の
恥
と
思

い
　

ン
も
引
か
ず
残
り
時
間

一
杯
大
外

刈
で
敗
退
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
当
時
、
東
北
柔
道
界
で
は
、
古

中
、
古
高
出
身
者
が
大
活
躍
し
て
い
た

こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
で
活

躍
し
た
玉
水
実
さ
ん

（昭
十
八
年
手
）
、

東
北
学
生
柔
道
界
で
無
敵
を
誇

っ
た
東

北
学
院
の
春
田
兄
弟
、
警
察
柔
道
界
で

活
躍
し
た
現
宮
城
県
柔
道
連
盟
副
会
長

で
東
北
大
学
師
範

の
堀
越
五
郎
七
段

（昭
三
十
年
キ
）
な
ど
が
居
て
、
非
常
に

心
強
く
楽
し
い
時
代
で
あ

っ
た
と
思
う
。

昭
和
二
十
八
年
三
月
、
私
は
東
北
大

学
を
卒
業
し
た
。
こ
の
年
は
新
制
大
学

と
同
時
に
卒
業
し
た
た
め
、
就
職
環
境

は
こ
と
の
ほ
か
厳
し
か

っ
た
が
、
全
日

本
学
生
柔
道
連
盟
理
事
長
早
川
勝
氏
の

推
薦
を
得
て
三
菱
鉱
業
に
入
社
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
後
は
、
社
会
人
柔
道
に
参
画
し
、

第

一
回
全
日
本
産
業
別
柔
道
大
会

（昭

二
十
八
年
）
に
石
炭
部
門
か
ら
出
場
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
前
出
の
曽
根
選
手

も
出
場
し
、
お
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て

「よ
お
」
と
い
う
感
じ
の
挨
拶
を
交
わ
し

た
の
も

一
つ
の
想
い
出
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
当
時
脚
光
を
浴
び
て

い
た
ア
ラ
ビ
ア
石
油
に
転
出
し
、
ア
ラ

ビ
ア
石
油
で
現
地
人
や
軍
人
、
警
察
官

に
柔
道
指
導
に
情
熱
を
注
い
だ
の
も
若

い
日
の
忘
れ
が
た
い
想
い
出
で
あ
る
。

最
後
に
昭
和
五
十
六
年
国
際
武
道
大

学
構
想
が
持
ち
上
が
り
、
私
に
も
参
画

せ
よ
と
の
声
が
か
か
っ
た
。
発
起
人
は
、

私
の
東
北
大
学
柔
道
部
の
先
輩
で
あ
る

松
前
重
義

（東
海
大
学
総
長
）
、
安
西
浩

（東
京
ガ
ス
社
長
）
の
両
先
輩
で
あ
る
。

私
は
、
私
の
柔
道
人
生
の
成
果
を
こ
の

両
先
輩
と
共
に
実
ら
せ
る
こ
と
が
出
来

た
ら
最
高
の
幸
と
思
い
、
理
事
と
し
て

お
手
伝
い
す
る
こ
と
と
な

っ
て
今
日
に

至

っ
て
い
る
。
そ
の
間
講
道
館
柔
道
六

段
を
昭
和
六
十
年
に
授
与
さ
れ
た
。

以
上
私
の
柔
道

一
代
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
柔
道
の
神
髄
は
嘉
納

師
範
の

「精
力
善
用
、
自
他
共
栄
」
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
意
味
を
も
う

一
度
深
く
噛
み
し
め
て
私
の
拙
文
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

右
　
東
京
ガ
ス
社
長
　
安
西

左
　
東
海
大
学
給
長
　
松
前

『若

い
時
だ
け
が
青
春
―！
』

じ
ゃ
な
い

３０
年
卒
　
門
脇
喜
代
志

第
二
回

「首
都
圏
古
高
三
十
年
卒
同

期
会
」
を
二
年
振
り
に
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
東
京
を
中
心
と
し
た
関

東
周
辺
に
在
住
す
る
古
高
同
期
の
会
で

す
が
、
今
回
は

「今
が
青
春
だ
！
」
の

テ
ー
マ
の
下
、
羽
を
広
げ
、
東
京
以
西

の
愛
知

。
大
阪
の
同
期
生
た
ち
に
も
呼

び
か
け
、
そ
の
結
果
、
同
地
区
か
ら
三 曇

浩
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名
、
又
、
民
の
噂
で
耳
に
し
た
古
里

・

古
川
の
友
■
名
の
友
情
特
別
参
加
も
あ

り
、
合
計
三
十
四
名
の
同
期
会
を
開
く

事
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
に
因
ん
で
会
場
は
、

戦
中
は
出
兵
ゃ
若
き
学
徒
出
陣
の
壮
行

式
を
、
又
、
戦
前

・
戦
後
の
平
和
な
時

代
に
は
、
急
吹
く
青
春
の
ス
ポ
ー
ツ
競

技
が
行
わ
れ
、
昔
も
今
も
、
青
春
の
血

潮
を
沸
か
さ
せ
て
ぃ
る
緑
豊
か
な
神
宮

の
社
の

一
、
に
あ
る

「
日
本
青
年
館
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
控
え
の
ホ
ー
ル

は
開
始
前
か
ら
想
像
通
り
、
青
春
六
十

五
歳
の
熱
気

（七
十
代
は
七
十
代
の
青

春
が
有
り
、
人
生
、
生
活
ι
て
い
る
か

ら
に
は
、
そ
の
時
そ
の
時
が
青
春
で
あ

る
）
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
ｏ

同
期
会
本
番
が
開
幕
し
、
第

一
部
の

式
典
の
後
は
歌
あ
り
芸
あ
り
、
酔
い
が

増
す
に
つ
れ
、
更
に
会
話
も
滑
ら
か
、

話
す
声
も
オ
ク
タ
ー
ブ
が
上
昇
々
々
ｏ

又
、
円
卓
の
座
席
も
乱
れ
だ
し
、
友
の

席
は
俺
の
憮
、
俺
の
席
は
誰
か
の
席
と

右
往
左
往
の
混
雑
振
り
。

学
舎
を
共
に
し
、
様
々
な
分
野
に
散

ら
ば

つ
て
以
来
四
十
六
年
、
そ
の
間
の

人
生
行
路
や
、
又
、
今
だ
か
ら
話
せ
る

学
生
時
代
の
事
等
を
、
か
つ
て
の
部
活

の
仲
間
、
或
ぃ
は
通
学
の
″
間
と
の
語

ら
い
の
熱
中
と
響
声
は
致
じ
方
あ
る
ま

話
も
盛
り
上
が
っ
て
い
て
も
未
だ
充

分
話
し
尽
く
せ
ぬ
な
か
、
ユ
情
に
も
制

限
時
間
と
な
り
、
二
時
間
半
に
渡
る
六

十
五
歳
青
春
の

一
コ
マ
に
幕
を
下
ろ
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
フ
イ
ナ
ー
レ

「図
南
歌
」
で
綺
麗
に
纏
め
終
了
と
な
る
。

み
ん
な
健
康
に
留
意
し
、
今
回
の
様

な
元
気
な
姿
で

「次
回
の
同
期
会
も
参

加
す
る
ん
だ
！
」
の
目
標
を
互
い
に
誓

い
合
い
、
固
ぃ
握
手
々
々
で
解
散
し
ま

し
た
。

蛍
雪
の
章
を
掲
げ
万
だ
の
桜
の
下
青

春
を
謳
歌
し
た
三
十
五
年
キ
同
期
生
が

還
暦
を
迎
え
、
九
月
十
五
日
秋
保
温
泉

に
四
二
年
振
り
に
名
の
懐
か
し
い
面
々

が
集
合
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
物
故
者

へ
の
万
感
の

心
か
ら
の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
三
浦
優

君
の
司
会
に
よ
り
母
校
校
長
大
沼
康
哉

君
の
あ
い
さ
つ
、
母
校
の
状
況
、
取
り

組
み
、
念
願
の
集
い
が
還
暦
の
年
に
実

現
し
た
こ
と
の
経
過
と
喜
び
を
満
面
の

笑
み
で
報
告
し
た
。
次
に
三
人
の
恩
師
、

鈴
木

（弘
）
先
生
、
岡
本

今
　

）
庄
司

名札 (卒業時の写真付き)が好評でした

（芳
）
先
生
を
囲
ん
で
、
大
崎
耕
土
で
送

っ
た
三
年
間
の
思
い
出
話
し
や
、
還
暦

を
迎
え
る
ま
で
の
過
ぎ
し
日
々
を
語
り

合
い
、
楽
し
く
時
を
忘
れ
、
賑
や
か
な

会
で
あ
っ
た
。

最
後
に
校
歌
を
高
ら
か
に
合
唱
し
、

同
期
の

一
層
の
和
を
広
げ
、
再
会
を
約

し
て
散
会
し
た
。
（文
責

一
佐
々
本
武
麿
）

昨
夏
、
三
五
会
会
員
の
中
で
誰
言
う

と
も
な
く
還
暦
を
祝
え
る
よ
う
な
記
念

旅
行
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
錦
織
り
な

す
道
南
三
都

（小
樽

・
札
幌

・
函
館
）

観
楓
の
旅
が
こ
う
し
て
き
ま
り
、
結

城

・
北
村
両
君
を
中
心
に
二
泊
三
日
の

旅
が
準
備
さ
れ
た
。

十
月
二
十
七
日

（土
）
七
時
の
羽
田

集
合
に
合
わ
せ
、
参
加
者
十
二
名
が
集

合
。
快
晴
に
恵
ま
れ
、　
一
路
新
千
歳
空

港

へ
。
最
初
の
訪
問
地
小
樽
運
河
を
背

景
に
撮
影
し
た
後
、
四
時
ま
で
フ
リ
ー

タ
イ
ム
。
ま
ず
腹
ご
し
ら
え
に
地
元
な

ら
で
は
の
食
材
を
贅
沢
に
配
し
た
サ
シ

ミ
を
肴
に
、
ク
ラ
シ
カ
ル
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。
珍
味
内
子
、
ソ
イ
の
寿
司
を
頬
張

れ
た
の
は
幸
の
極
。
北

一
ガ
ラ
ス
を
横

目
で
眺
め
、
銀
の
鐘
で
コ
ー
ヒ
ー
を
啜

っ
た
後
、
次
に
目
指
す
の
は
藻
岩
山
の

夜
景
。
眺
望
絶
佳
、
満
天
の
星
、
漆
黒

の
中
に
燈
く
無
数
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。明
け
れ
ば
北
の
大
地
は
曇
天
。
バ
ス

の
中
は
打
ち
解
け
あ

っ
た
ツ
ア
ー
仲
間

が
相
互
に
声
を
か
け
あ
い
、
和
や
か
な

中
に
出
発
。
洞
爺
湖
畔
か
ら
有
珠
山
火

口
を
望
む
。
ガ
イ
ド
の
噴
石
量
が
霞
ヶ

関
ビ
ル
の
四
百
杯
分
と
の
説
明
に

「誰

が
量

っ
た
の
か
」
、
「霞
ヶ
関
ビ
ル
を
見

た
こ
と
が
あ
る
の
か
」
な
ど
茶
化
す
者

が
い
て
、
ガ
イ
ド
さ
ん
じ
ば
し
絶
句
。

観
湖
台
で
の
記
念
写
真
も
三
五
会
会
員

が
前
列
を
独
占
し
た
。

一
般
道
路
よ
り
時
間
を
要
す
る
と
い

う
高
速
道
路
が
延
々
と
続
く
中
に
、
森

町
の
コ
ン
ブ
館
が
あ
る
。
そ
の
昔
、
北

前
船
が
上
方
に
運
び
、
財
を
な
し
た
日

高

・
利
尻
昆
布
は
今
も
庶
民
の
口
を
潤

し
て
い
る
。
大
沼

・
小
沼
公
園
は
修
学

旅
行
の
定
番
だ
が
、
こ
の
日
は
我
々
の

た
め
に
殊
更
に
朱
く
染
ま

つ
て
、
錦
繍

の
眺
め
を
堪
能
し
た
。
こ
の
赤

・
黄

・

緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
関
東
の
紅
葉

に
慣
れ
た
私
た
ち
に
は
舷
く
映
り
、
思

わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
た
ｏ
こ
の
天

然
美
は
、
吾
人
を
し
て
鳴
子
峡
を
想
起

さ
せ
る
。
途
中
小
雨
だ

っ
た
の
に
、
函

館
山
は
雨
が
あ
が

っ
て
い
て
ヽ
イ
カ
釣

り
船
の
漁
火
が
幸
に
遠
望
で
き
た
ｏ

二
日
目
の
宴
会
は
、
今
は
恒
例
と
な

っ
た
黙
祷
に
始
ま
り
、
小
有
で
購
入
の

焼
酎
五
本
を
し
な
じ
み
と
賞
味
、
不
足

の
者
薇
深
夜
の
町
に
繰
り
出
し
た
と
か
。

〉目
の
朝
、
二
打
の
ビ
ー
ル
を
皆

で
分
け
合

っ
て
、
宿
の
飯
を
ぐ

つ
と
我

慢
、
朝
市
の
超
豪
華
な
海
鮮
丼
に
挑
戦
。

本
物
の
味
に
全
員
舌
を
巻
く
。
結
城
君

の
長
年
の
知
友
、
海
産
物
社
長
が
選
り

す
ぐ

っ
た
カ

ニ
や
海
の
幸
を
土
産
に
、

皆
ご
満
悦
の
態
。
そ
の
後
函
館
市
内
観

光
に
は
、
タ
ツ
プ
リ
時
間
を
費
や
し
、

打
ち
上
げ
は

「波
上
場
ビ
ー
ル
」
で
の

飲
み
放
題
と
な

っ
た
。
空
港

へ
の
途
上
、

佐
々
木
武
麿
君
が

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
節
」

を
披
渥
。
運
転
手
、
ガ
イ
ド
、
添
乗
員

の
感
激
を
誘

っ
た
の
は
快
哉
事
で
あ

っ

た
。
九
時
、
早
い
時
期
の
再
会
を
約
し

て
解
散
。
我
々
の

「
還
暦
を
祝
う
旅
」

多
く
の
感
動
を
残
し
て
無
事
に
終
わ

っ

た
。
（文
責

¨
三
五
会
事
務
局
長
峯
岸
　
一〇



(9) 在京古高同窓会会報 第 28号  2002.1.1

謹 ん で 新 年 の お 慶 び を 申 し」■げ ま す

ン瑾

貨

新

ゞ
３
″長

高
橋
　
一存
夫

副

会

長

会
計
担
当

菅

昇

嫌
わ
れ
な
い
こ
つ
。
自
分
が
し
て
欲

し
く
し
て
な
い
こ
と
は
相
手
に
も
押
し

付
け
な
い
。
こ
ん
な
言
葉
を
こ
の

一
年

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
３。
卒
　
渡
辺
　
士
昂
即

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
本
年
も
穏
や
か
に
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
３５
卒
　
岩
崎
　
光
任

還
暦
ま
で
二
年
、
百
名
山
残
十
四
。

今
年
は
七
つ
を
予
定
。

「蛍
雪
」
へ
の
協
力
お
願
い
と
感
謝
。

昭
３７
卒
　
千
坂
　
孝
夫

中 曽 横 春
川 根 山 田

鯰竺着絡

⑮凸定菫青沼 康男
(昭和 19年卒 )
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あ
の
長
嶋
さ
ん

の
引
退
セ
レ
モ

ニ
ー

副
会
長

曽
根

研

一

長
年
に
わ
た

っ
て
プ
ロ
野
球
フ
ア
ン

を
魅
了
し
て
き
た
長
嶋
監
督
が
勇
退
し

た
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
こ
の
度
の
監
督

の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
な
く
、
選
手

と
し
て
引
退
し
た
あ
の
昭
和
四
十
九
年

の
話
で
あ
る
。
長
嶋
さ
ん
が
古
高
の
同

窓
会
誌
に
登
場
す
る
訳
は
？
　
そ
れ
は
、

拙
文
の
最
後
に
記
す
。

私
も
同
じ
東
京
六
大
学
で
同
世
代
を

過
ご
し
た
の
で
、
対
立
教
戦
で
の
長
嶋

の
プ
レ
ー
に
は
、
い
つ
も
魅
せ
ら
れ
た

も
の
だ

っ
た
。
当
時
の
神
宮
は
い
つ
も

満
員
だ

っ
た
の
で
、
内
野
席
の

一
番
上

で
立
ち
見
で
応
援
す
る
こ
と
が
何
度
か

あ

っ
た
。
打
つ
方
も
凄
か

っ
た
が
、
三

塁
線
の
ゴ
ロ
を
横

っ
飛
び
で
捕
球
し
、

一
塁
に
矢
の
よ
う
な
送
球
を
す
る
プ
レ

ー
の
方
が
、
今
で
も
強
烈
な
印
象
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

学
生
の
頃
、
盆
暮
に
は
渋
谷
の
デ
パ

ー
ト
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
が
、

配
属
さ
れ
た
の
が
お
酒
売
場
だ

っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
の
暮
れ
、
巨
人
と
契
約

を
交
わ
し
た
ば
か
り
の
長
嶋
選
手
が
、

こ
こ
に
買
い
物
に
見
え
た
こ
と
が
三
度

あ

っ
た
。
三
度
と
も
買
い
求
め
た
の
は

「ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
」
だ

っ
た
。
当

時
の
法
政

の
遊
撃
手
で
、
卒
業
後
は
ノ

ン
プ
ロ
の
三
菱
重
工
で
プ
レ
ー
す
る
と

言
っ
て
い
た

「志
貴
」
と
い
う
選
手
が
、

や
は
り
こ
の
売
場
に
ア
ル
バ
イ
ト
き
て

い
た
が
ヽ
長
嶋
選
手
と
六
大
学
で
同
期

だ

つ
た
こ
ど
も
あ

つ
て
顔
を
合
わ
せ
る

と
、
売
場
の
隅
で
立
ち
話
を
し
て
い
た
。

本
題
と
離
れ
る
が
、
こ
の
お
酒
売
場
に
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
で
時
々
渋
谷

の
名
曲
喫
茶

「
ラ
イ
オ
ン
」
に
行
く
と

い
う
新
人
の
女
子
社
員
が
居
た
。
私
も

週
に
何
回
か
は
こ
の
名
曲
喫
茶
に
行

っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
内
に

一
緒
に
同
店

に
行
く
よ
う
に
な
り
…
…
、
生
涯
の
伴

侶
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
は
木
造
の
安
ア
パ
ー
ト
で
、
ク

ラ
シ
ツ
ク
音
楽
を
大
音
響
で
聞
く
こ
と

な
ど
で
き
な

い
時
代
。
勿
論
、
音
響
設

備
な
ど
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、

一
杯
六
十
円
の
コ
ー
ヒ
ー
で
、
時
に
は

リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
好
き
な
音
楽
を
聴

い
て
い
た
も
の
だ

っ
た
。
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
時
代
の
仲
間
達
と
も
、
よ
く

一
緒
に

通

っ
た
し
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
も
幾
度

と
な
く
利
用
し
た
。

渋
谷
に
あ
る
同
窓
会
事
務
局

¨
信
陵

会
館
の
近
く
に

「
マ
ー
ク
シ
テ
ィ
」
が

建
ち
、
そ
の
四
階
か
ら
こ
の
名
曲
喫
茶

「
ラ
イ
オ
ン
」
が
近
く
に
な
っ
た
の
を
知

り
、
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
老
舗
の

名
曲
喫
茶
と
し
て
紹
介

・
放
映
さ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
機
会
が
あ

っ
た
ら

約
四
十
年
振
り
位
に
行

っ
て
み
よ
う
か

と
思
っ
て
い
た
。

昨
年
七
月
六
日
、
渋
久
　

）
ム
堂
で

「題
名
の
な
い
音
楽
会
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル

が
四
時
頃
終
わ
り
、
六
時
か
ら
四
校
新

年
会
の
会
議
が
信
陵
会
館
で
あ

っ
た
の

で
、
そ
の
空
き
時
間
に
同
店
を
訪
れ
て

み
た
。
驚
い
た
こ
と
に
外
観
も
店
内
も
、

そ
し
て
椅
子
の
配
置
ま
で
昔
と
同
じ
だ

っ
た
。
学
生
時
代
に
よ
く
座

っ
た
三
階

正
面
の
席
に
着
い
た
。
毎
日
午
後
三
時

と
七
時
に
演
奏
さ
れ
る
月
毎
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
形
も
昔
と
同
じ
だ

っ
た
。
中
を

開
く
と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
四
十
年
前
と

全
く
同
じ
だ

っ
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ

と
に
は
、
な
ん
と
三
日
後
の
七
月
九
日

に
演
奏
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
娘
の
名

前
が
あ

っ
た
。
そ
の
夜
、
こ
れ
を
妻
に

見
せ
た
が
若
か

っ
た
時
代
が
蘇

っ
て
き

た
の
だ
っ
た
。

思
い
出
を
た
ど
る
と
尽
き
な
い
の
で

本
題
に
戻
る
と
、
昭
和
四
十
九
年
十
月

十
四
日
の
朝
、
文
化
放
送
の
駒
井
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

な
ぜ
読
売
系
以
外
の
放
送
局
か
ら
頼
ま

れ
た
の
か
今

で
も
理
解
で
き
な

い
が

「今
日
の
長
嶋
の
引
退
試
合
に
合
唱
団
を

入
れ
て
ほ
し
い
。
『螢
の
光
』
を
歌

っ
て

も
ら
い
た
い
」
。
私
は
急
遠
十
二
人
の
コ

ー
ラ
ス

（東
京
混
声
合
唱
団
）
を
揃
え
、

試
合
中
盤
に
後
楽
園
球
場
に
集
合
し
た
。

バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
裏
で
対
中
日
戦
を
観

戦
し
た
あ
と
、
係
員
の
誘
導
で
九
階
裏

に

一
塁
の
巨
人
の
ベ
ン
チ
に
合
唱
団
全

員
が
座
ら
さ
れ
た
。
な
ん
と
試
合
中
に

巨
人
の
選
手
と

一
緒
に
ベ
ン
チ
に
座
る

な
ん
て
、
生
涯
に

一
度
し
か
経
験
で
き

な
い
こ
と
だ
と
思

っ
た
。
今
で
も
時
々

「我
が
巨
人
軍
は
永
遠
に
不
減
で
す
」
の

映
像
を
テ
レ
ビ
で
見
る
が
、
私
は
そ
の

勇
姿
を

一
塁
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
か
ら
見
て

い
た
。
長
嶋
選
手
が
マ
ウ
ン
ド
上
で
マ

イ
ク
を
離
し
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
方
向
に

歩
い
て
他
の
選
手
と
涙
の
握
手
を
交
わ

し
て
い
る
中
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
前
に
マ

イ
ク
を
出
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
の
伴
奏

で

「螢
の
光
」
を
合
唱
し
た
。
巨
人
軍

の
選
手
の
一候
を
目
の
前
で
見
た
。

前
置
き
と
横
道
が
長
く
な

っ
た
が
、

長
嶋
さ
ん
の
こ
と
が
同
窓
会
誌
に
載
る

訳
は
？
　
そ
れ
は
、
こ
の
と
き
の
長
嶋

三
塁
手
引
退
試
合
の
三
塁
塁
審
が
、
古

高
同
期
の
鈴
木
徹
君
だ

っ
た
こ
と
を
お

知
　
ヽ
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

一
濾
餘
鯰

・
ふ
っ
と
思
っ
た
疑
問
。　
一
月

一
日
号
で

な
く
て
十
二
月
三
十

一
日
号
で
も
い
い

の
で
は
。

・
”
巨
星
去
る
“
の
二
〇
〇

一
年
在
京
同

窓
会
。

・
う
ら
や
ま
し
き
三
十
年
、
一二
十
五
年
会
。

・
同
窓
会
は
出
合
い
と
再
会

・感
動
の
場
。

伊
藤
宗

一
郎
前
会
長
は
九
月
四
日
早

朝
、
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

惜
し
ん
で
も
惜
し
ん
で
も
惜
し
み
足

り
な
い
人
を
失

っ
た
思
い
で
す
。
国
政

愈
々
難
し
い
時
期
で
あ
り
、
又
郷
土
の

輝
け
る
星
と
し
て
も
、
も
少
し
天
命
を

頂
き
か
っ
た
思
い
で

一
杯
で
す
。

葬
儀
委
員
長
小
泉
首
相
の
海
外
出
張

の
ご
都
合
で
、
五
日
青
山
葬
儀
所
で
厳

そ
か
に
葬
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

首
相
経
験
者
、
各
政
党
党
首
、
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
始
め
朝
野
の
名
士
、
国

許
か
ら
の
方
々
が
参
列
さ
れ
、
元
防
衛

庁
長
官
と
し
て
儀
杖
兵
に
よ
る
葬
礼
も

あ
り
誠
に
立
派
な
葬
儀
で
し
た
。
第
二

高
等
学
校
同
窓
生
に
よ
る
寮
歌
も
奉
唱

さ
れ
、
こ
ん
な
に
も
悲
し
み
を
誘
わ
れ

る
も
の
か
と
感
ず
る

一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。
古
高
同
窓
会
か
ら
も
十
人
近
く
焼

香
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
伊
藤
先
生
は
春
の
叙

勲
で
、
勲

一
等
旭
日
桐
花
大
授
章
を
受

け
て
お
ら
れ
、
輝
か
し
く
名
誉
の
こ
と

で
も
あ
り
、
九
月
十
七
日
帝
国
ホ
テ
ル

で
大
祝
賀
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
急
遠
偲
ぶ
会
に
変
更
に
な
り
、

同
窓
会
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
憶
い
返
し
ま
す
と
先
生
は
小
生
の

一
年
先
輩
で
あ
り
、
秀
才
の
誉
れ
高
く
、

身
体
も
頑
健
、
近
年
も
お
年
を
感
じ
さ

せ
な
い
ご
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
国
会
議
員
と
し
て
、
国
務
大
臣
と

し
て
、
三
権
の
長
衆
議
院
議
長
と
し
て

の
数
々
の
ご
功
績
は
枚
挙
に
違
あ
り
ま

せ
ん
。　
一
面
母
校

へ
の
念
い
、
郷
土
愛

も
心
か
ら
の
も
の
で
、
教
え
ら
れ
る
こ

と
多
大
で
し
た
。
我
々
後
輩
か
ら
み
て

も
、
政
治
家
と
し
て
稀
に
見
る
清
廉
高

潔
な
人
格
と
気
さ
く
な
お
人
柄
は
敬
愛

の
的
で
し
た
。
古
高
に
学
ぶ
者
誰
し
も

輝
け
る
星
、
お
手
本
と
し
て
仰
ぐ
こ
と

で
し
ょ
う
。

戦
後
六
十
六
年
、
焼
土
か
ら
よ
く
ぞ

此
処
ま
で
日
本
を
も

っ
て
こ
ら
れ
た
も

の
と
の
思
い
も
深
い
。
先
生
は
政
界
で

長
い
問
ご
活
躍
さ
れ
、
国
事
に
奔
走
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
心
労
は
私
達
の
想
像

以
上
の
も
の
だ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
は
安

ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。　
　
　
　
合
掌


